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X-05 


エソテ ij ック製品をお買い上げいただき、誠にありびとうございます。 

エソテ U ック製品は、最良の音質で末永くお使いいただくために、一 
台一台を厳しい品質管理のをとに製造しております。最良のコンディ 
シヨンでお使いいただくために、ご使用になる前にこの取扱説明書を 
よくお読みください。また、お読みになったあとは、いつでち見られ 
るところに保証書と一緒に大切に保管してください。 

末永くご愛用くださいますよう、お願い申し上げます。 



SUPER AUDIO CD 


安全にお使いいただくために 


製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する 
ために、下の注意事項をよくお読みください。 


Am 

ZM ~ 下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、乂災や感電などによって、 

5 1=1 死 t や大怪我などの人身事故の原因となります。 

を 

電源プラグを 
コンセントか 
5 掀ブ 

万一、異常び起きたら 

煙が出たり、変なにおいや音がするときは。 

機器の内部に異物や水などが入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
異常状態のまま使用すると、火災•感電の原因となります。販売店または弊社ヴービ 
ス部門に修理をご依頼ください。 


電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敷きにしない。 

電源コードを加工したり、無理に®ばたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したり 
しない。 

コードび破損すると火災•感電の原因となります。万一、電源コードび傷んだら(お 
線の露出、断線など)、販売店または弊社サービス部門に交換をご依頼ください。 

0 

禁止 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴミやほこりび付着すると、火災-感電の原因となり 
ます。電源プラグを抜いてから、ゴ S やほこりを取り除いてください。 


交流！ 00ボルト m 外の電圧で使用しない。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみです。表示された電源電圧(交流1日日ボルト） 
外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しな 
いでください。火災•感電の原因となります。 


機器の上に巧びんや水などが入った容器を置かない。 

内部に水び入ると火災-感電の原因となります。 
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A 奇各と t lu 下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、乂災や感電などによって、 

/へ胃1=1 死 t や大怪我などの人身事故の原因となります。 

分解禁止 

この機器のカバーは絶対に外さない。 

カバーを開けたり改造すると、乂災•感電の原因となります。内部の点検•修理は販 
売店または弊社サービス部門にご依頼ください。 

〇 

強制 

この機器を設置ずる場合は、壁か!520 cm 仪上の間隔をおく。また、放熱をよくずる 
ために、他の機器との間は少し離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面か!5曰 cmlU 上、背面か510 crrUU 上のすき 
まをあける。 

内部に熱びこわり、火災の原因となります。 


A 三^ュ t 下の内容を無視して誤った取り扱いをすると、感電やその他の事故によって、 

/*\ 怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりすることがあります。 

〇 

強制 

オーディオ機器、スピーカー等の機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書を 
よく読み、電源を切り、説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定のコードを使用する。 

電源を入れる前には音量を最小にする。 

突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあります。 

この機器は1 7.2 kg あり大変重いので、開姻や持ち運びの際はけがをしないようにま 
意する。 

この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手が届くようにする。 

異常び起さた場合は、すぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。 
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ま全にお使いいただくために 


A ♦车 - r*y 1、{下の内容を無相1 f て背った-取り巧いをする户、 感電 やその化の事故 1；- よって、 

/ *\ 怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりすることがありまず。 


ぐ!5ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない。 

湿気やほこりの多い場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所に置かない。 

火災-感電やけびの原因となることびあります。 

0 

禁止 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被而くび溶けて、火災-感電の原因となることびあります。 

濡れた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因となることびあります。 


電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張!5ない。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って抜い 
てください。 


ディスクの挿入□に手を入れない。 

特にお子様にはご注意ください。けびや故障の原因となることびあります。 

を 

電源プラグを 
コンセントか 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか5抜き、外 
部の接続コードを外す。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびあります。 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ 
ントか!5巧く。 

5掀ブ 

お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントか!5抜く。 

感電の原因となることびあります。 


口 

愛情点検 


電源ケーブルや本体に異常びないか、定期的に点検してください。 

己年に1度は、販売店または弊社ヴービス部門に内部の点検をご依頼ください。 
費用についてはお問い合わせください。 
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: LLINK 端テに関係する機能は、将来 X - 日己を有償バージ 
ヨンアップしてし LINK 端テを増設すると使えるようにな 
ります。 


お使いになる前に 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷びありましたら、お買い上げに 
なつた販売店または弊社ヴービス部門にご連絡ください。 

電源コード X] 

U モコン ( RC -]] 己 6) x 1 
U モコン用乾電池禅 3) x 2 本 
フエ J レト X 3 枚 
取扱説明書 X ] 

ご愛用者カード X] 


お手入れ 

トップカバーやノくネル面の巧れは、薄めた中性洗剤を少し 
含ませた柔らかい巧で}式いたあと、固く絞った巧で水}式さ 
して < ださい。 

ゴムやビニール製品を長時間触れさせると、キャビネット 
を傷めることびありますので避けてください。化学ぞうさ 
んやベンジン、シンナーなどで}式かないでください。表面 
を傷める原因となります。 

A お手入れは安全のため電源プラグをコンセントから巧 
いて行ってください。 


Super Audio CD と DSD は登録商標です。 

「 i.LINK 」 は、 IEEE 1394-1 99 己仕様およびその拡張仕様を示す 
呼称です。 I は、 i . LINK に準拠した製品につけられる□ゴです。 
n . LINK 」 と R はソニー株式会社の商標です。 
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使用上のま意 


♦本機の上には物を置かないでください。 

♦ 直射曰光び当たる場所や暖房器具の近くなど、温度び高 
くなるところに置かないでください。また、アンプなど 
熱を発生する機器の上には置かないでください。 

♦ 再生中はディスクび高速回転しているので、本機を持ち 
上げたり動かしたりしないでください。ディスクを傷つ 
ける恐れびあります。 

♦ ガラスドア付さラックに設置した場合、ガラスドアを開 
めたまま IJ モコンの日 PEN / CL 日 SE ボタン ( A ) を押して 
ディスクトレーを開けないでください。強い力でディス 
クトレーの動さび妨げられると、故障の原因になります。 

♦本機を移動したり、引っ越しなどで捆包する場合は、必 
ずディスクを取り出してください。ディスクを内部に入 
れたまま移動すると、故障の原因となります。 

♦安定した場所に設置してください。 

♦テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたまま 
テレビをつけると画面にしま模様び出る場合びあります 
び、本機やテレビの故障ではありません。このような場 
合は本機の電源を切ってください。 

参床を傷付けたくない場合は、脚の裏に付属のフェルトを 
貼ってお使いください。 


外部接続した機器で録音する時の注意 

ディスクによってはコピー禁止信号の入っているちのび 
あります。コピー禁止信号の入っているディスクの音声 
をデジタル信号のまま録音することはできません。 
(音声をアナ□グで録音することは巧能です） 


ディスクについて 


下の表に表示されているマークはデイスクレーべル、また 
はジヤケットに付いています。本機はこの表のディスクを 
アダプターなしで再生することびでさます。 

この表のディスク1；(外は再生でさません。 


本機で再生できるディスクの種類とマーク 


スーパー オーディオ CD 

SUPER AUDIO CD 


音楽用 CD 

抽帽歷 

DIGITAL AUDIO 


上記がのディスクを再生ずると、大音量のノイズを発生 
してスピーカーを破損したり、聴覚を傷付ける恐れびあり 
ます。上記 ly がのディスクは絶対に再生しないでください。 


参 DVD ビデオ、 DVD オーディオ、ビデオ CD 、 DVD - 
ROM . CD - R 日 M などは再生できません。 

♦コピーコント□ール CD など、 CD の標準規格に準拠し 
ていない特殊なディスクや DualDisc は正常に再生でき 
ないことびあります。本機で特殊なディスクを使用した 
際の動作や音質については保証致しかねます。特殊なデ 
イスクの再生に支障びある場合は、該当するディスクの 
発売元にお問い合わせください。 


CD-R/CD-RW について 

本 機は音楽 CD フォー マットで記録された CD - R / CD - 
RW を再生することびできます。 

参 CD レコーダーで作成したディスクは、忘れずにファイ 
ナライズして < ださい。 

ディスクの品質、記録の状態によっては再生できないこと 
びありまず。詳しくはお手持ちの機器の説明書をお読みく 
ださい。 
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ディスクの取り扱い 

♦ディスクはレーベル面を上にしてセツトしてくださし、 


♦市販の CD 用スタビライヴーは、絶対に使用しないでくだ 
さい。再生でさなくなったり、故障の原因となります。 

♦ ヒビび入ったディスクは使用しないでください。 


♦ディスクをケースから取り出すときは、必ずケースの中 
必を一度巧して、ディスクの外周部分を手ではさむよう 
に持ってください。 


取り出しち ディスクの持ちち 



♦信号記録面に指紋やほこりびついたら、柔らかい巧で内 
側中むから外側へ直角ち向に軽く}式いてください。 
ディスクの巧れは画質-音質低下の原因となりますの 
で、いつをされいに清掃して保管してください。 



♦八ート形や八角形など特殊形状のディスクは、機器の故 
障の原因となりますので使用しないでください。 



♦ レーベル面に印刷するタイプのディスク(プ U ンタブル 
ディスク)は使用しないでください。表面び特殊加工さ 
れているため、本機にかけると、ディスクび取り出せな 
くなったり、故障の原因となることびあります。 


♦レコードク U —ナ ー、 帯電防止剤、ベンジン、シンナー 
などで絶対におかないでください。これらの化学薬品で 
表面び侵されることびあります。 

♦直射曰光び当たる場所や、高温多湿な場所には放置しな 
いで < ださい。 

♦ レーベル面に紙などを貼ったり、ボールペンなどで文宇 
を書かないで < ださい。 

♦再生び終ったディスクは、必ずケースに入れて保管して 
<ださい。そのままディスクを放置するとそりやキズの 
原因となります。 

♦ディスクにラベルなどを貼らないでください。ディスク 
にセ□八ンテープやレンタルディスクのシールなどをは 
びしたあとびあるをの、またシールなどから糊びはみ出 
ているをのは使用しないでください。そのまま本機にか 
けると、ディスクび取り出せなくなったり、故障の原因 
となることびあります。 
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SIGNAL 

© 

ふ 




丄どちらか一系統を 
了 接続してください。 

才 
ケ 


ステレオアンプ (AI-10 など） 


どちらか一本を接続 
してください。 


回 



アンプとの接続 


A 接続時の注意 

♦ 全ての接続び終わつてから電源プラグを差し込んでください。 

参接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。 


アンプまたはデジタル録音機器 
(CD レコー タ’一、 MD デッキなど) 


同卽デジタル入力 光デジタル入力 

DIGITAL IN DIGITAL IN 
(COAXIAL) (OPTICAL) 


光デジタルケ—ブル 


RCA 同軸デジタルケ I ブル 


8 








































































^^OTERIC 


【3アナ□グ音声出力端子 

2チヤンネルのアナ□グ音声を出力します。 XLR 端テ 
または RCA 端テをアンプと接続してください。 

接続には市販のケーブルをお使いください。 

XLR :バランス型 XLR ケーブル 
RCA : RCA オーディオケーブル 

本機の R 端テとアンプの R 端テ、本機の L 端テとアンプ 
の L 端テをそれぞれ接続してください。 

♦ パ'-ジョンアップし口丄 INK ( AUDIO ) 端テを増設する 
と、「アナ□グ出力」の設定を「マルチ ch 」 にした場合、 
アナ□グ音声出力端テからは已 .1 チヤンネルのラちの 
フ□ント L / R の音声だけを出力します。 

アナ□グ音声出力端子を使う場合、通常は「マルチチ 
ヤンネル再生モード」の設定を r 2 ch 」 にしてください。 


□ デジタル音声出力端子 

CD のデジタル音声を出力します。 

本機のデジタル出力端子 ( C 日 AXIAL または OPT に AL ) 
を、アンプやデジタル録音機器 ( CD レコーダーなど) 
のデジタル入力端テと接続してください。 

接続には市販のケーブルをお使いください。 

COAXIAL : RCA 同軸デジタルケーブル 
OPTICAL :光デジタルケーブル ( TOS ) 

♦ この端テからは、スーパーオーディオ CD のデジタル 
音声は出力でさません。 

♦本機の光デジタル端テはシャッター式です。接続する 
とさは、端テの向さを合わせてしっかりと差し込んで 
ください。誤った向さで無理に差し込むと、端テび変 
形してシヤッターび閉まらなくなることびありますの 
でごを意ください。 


Q RESERVE (し LINK 端子増設用ス□ット） 

将来 X-0 曰をパ’ージョンアップすると、ここに 
し UNK(AUDIO) 端子び増設されまず。 

し UNK ( AUDIO ) 端テ 6 ピン X] 

し UNK ( AUDIO ) 端テ4ピン X] 

i 丄 INK ( AUDIO ) 端テびあれば、 CD のデジタル音声だ 
けでなく、スーパーオーデイオ CD のサラウンドの音 
声をデジタル出力することびでさます。 

市販の S 4 日日対応の、目ピンまたは4ピンの i 丄 INK ケ 
-ブル ( IEEE 1394ケーブル)を使って、アンプ ( AZ -1 、 
バージョンアップ後の AI -1 日など)または D / A コンパ' 
-夕一 ( D - 日]など）の LUNK ( AUDIO ) 端テ 
( IEEE 1394端テ)と接続してください。 

マルチチャンネルの音声を出力する場合には、 IJ モコ 
ンの 2 CH / MULTI ボタンを巧して 「 Multi か」を選 
んでください。 （22 ページ） 


9 



その他の接続 


WORD SYNC OUT 


ワードク□ックを出力する機器 
(AI-10、G-Os など） 
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因ヮ-ドシンク端子 

同期信号を入力します。 

市販の目 NC 同軸ケーブルを使って、アンプ AI -1 日やマ 
スターク□ックジェネレーターの WORD SYNC 
日 UT 端テと接続してください。 


曰 アース端子 [GND] 

市販のビニール電線でアンプとアース接続すると、音 
質び良くなることびあります。 

♦ 安全アースではありません。 


13電源コード 

電源コード接続ソケットに付属の電源コードを差し込 
んでください。全ての接続び終わったら、電源プラグ 
を AC 1 日日 V の電源コンセントに差し込んでください。 

♦ 本機の電源コード接続ソケットは3ピン仕様になって 
いますび、アースピンはシャーシには接続されていま 
せん。 

yK エソテ U ック純正の電源コード！;(外は使わないでくだ 
さい。乂災や感電の原因になることびあります。また、 
長期間使用しないとさは、コンセントから電源プラグ 
を抜いておいて < ださい。 


エソテ U ックでは、 U フアレンスとしてエソテリック 
MEXCEL ストレスフリ ー7N ケーブルを使用していま 
す。エソテ U ック MEXCEL ケーブルシ U —ズは、じ(下 
のをのび発売されています。 

RCA オーディオケーブル XLR デジタルケーブル 
XLR オーディオケーブル目 NC デジタルケーブル 
RCA デジタルケーブル スピーカーケーブル 


電源の極性管理について 

本機はより良い音質を得るために、電源の極性管理をして 
います。電源コードのプラグ部分に、極性管理用の極性表 
示 マーク (▲) び付いています。本機では、印の付いている 
ちびアース側です。 

一般的に、家庭用電源コンセントの差し込み口は、長い溝 
のちびアース側です。極性表示マークび付いている側の差 
し込み刃をコンセントの長い溝のちに差し込んでくださ 
い。なお、極性管理されていない電源コンセントに接続す 
るとさは、電源プラグを逆に差し込んでみるなどのち法で 
音質の良いちを選択してください。 



(アース側） 極性表示マーク 

(アース側） 
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各部の名称（本体) 



@電源ボタン [POWER] 

電源のオンとオフを切り換えます。 

電源の状態によって、ボタンの周囲び下のよラに変 
わります。 

点！な：オン 

本体の電源ボタンびオンのとさは、点灯します。 

消な：オフ 

本体の電源ボタンびオフのとさは、消灯します。 

本機を使わないとさは、電源をオフにしてください。 


面モ—ド [ MODE ] 

ワードシンク、デジタルフイルター、 DSD の設定に使 
います。 （2 日ぺージ） 

ワードシンクをオンにするとボタンの周囲び点滅し、 
クロックを感知して □ ックすると点灯に変わります。 


医]リモコン受光部 

U モコンからの信号を受信します。 U モコンを使用す 
るときは、 U モコンの先端をこちらに向けて操作して 
ください。 （1 己ページ） 


正]才ープン/ク□—ズボタン [OPEN/CLOSE] 

ディスクトレーを開閉します。 


停止ボタン [STOP] 

再生を停止します。 （17 ページ） 

停止中はボタンの周囲び点灯します。 


M 再生ボタン [PLAY] 

ディスクを再生します。 （17 ページ) 
再生中はボタンの周囲び点灯します。 


[〇—時停止ボタン [PAUSE] 

再生を一時停止します。 （17 ページ） 
一時停止中はボタンの周囲び点灯します。 


[J] スキップボタン [[◄◄/►►I] 

前または後ろにスキップします。再生中に]秒上巧 
し続けると再生スピードび変わります。 

(18 ぺージ） 


@テイスプレー 


[1] ディスクトレ¬ 


に 









































各部の名称（デイスプレー) 



0ディスクインジヶ-夕- 

セットされているディスクの種類を表示します。 

DVD ビデオ、 DVD オーディオ、ビデオ CD をセットす 
るとインジケーターび点灯しますび、再生はできませ 
huo 


[3 U ピートインジケーター 

U ピート再生中に点灯します。 


セツトアップインジケーター 

SETUP ボタンを巧して設定モードにすると点灯しま 
す。 


囚メッセ-ジ表示部 

再生時間など各種メッセージび表示されます。 


□ ダウンミックスインジケーター 

スーパーオーディオ CD のサラウンドのアナ□グ音声 
をダウンミックスして出力しているときに点灯します。 


Q マルチチヤンネルインジケーター 

マルチチヤンネル再生モードの設定び 「Multi ch 」 のと 
きに点灯します。 （22 ぺージ） 

X - 日己をバージョンアップして iUNK 端テを取り付ける 
と設定び可能になります。 


[5] チヤンネルインジケーター 

2チヤンネルの音声の再生中は、 L / R び点灯します。 
マルチチヤンネルの音声の再生中は、音声に含まれる 
チヤンネルび点灯します。 


〇し LINK インジケーター 

本機をバージョンアップした場合、 LLINK 出力び 
「6日9己引または 「 PCM 」 のときに点灯します。 

(2 2ぺージ） 
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各部の名称（リモコン) 



本体とリモコンに同じ機能のボタンびある場台、この取扱 
説明書では本体のボタンを使って説明していますび、リモ 
コンのボタンも同様に使えます。 


GS オン/スタンバイボタン [ ON / LIGHT 、 STANDBY ] 

本機では使用しません。 


□数字キ- 

選巧に使います。 


Q 再生エリアボタン [PLAY AREA ] 

停止中に巧すと、スーパーオーディオ CD の再生エ U 
アを切り換えます。 （17 ページ） 


0 2チヤンネル/マルチチヤンネルボタン 
[2 CH / MULTI ] 

7ルチチヤンネル再生モードの2チヤンネル/7ルチチ 
ヤンネルを切り換えます。 （22 ページ） 

X - 日日をパ'-ジョンアップして iUNK 端テを取り付ける 
と操作でさるようになります。 


[3 スキヤンボタン （イイ/ ►►) [ SCAN ] 

早送り/早戻しに使用します。 （18 ぺージ) 


13停止ボタン (■) [ STOP ] 

再生を停止します。 （17 ページ) 


因再生ボタン (►) [ PLAY ] 

ディスクを再生します。 （16 ページ) 


[3 音量ボタン [ VOLUME ] 

本機では使用しません。エソテ U ックの D / A コンバー 
ター、アンプなどで使用することびでさます。 


〇入力切換ボタン [ INPUT ] 

本機では使用しません。エソテ U ックの D / A コンバー 
ター、アンプなどで使用することびでさます。 


□ ディマーボタン [ DIMME 刊 

本体のデイスプレーの明るさを調節でさます。 
(19 ぺージ） 
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U セツトアップボタン [ SETUP ] 

本機では使用しません。 


D 才ープン/ク□—ズボタン ( A ) [ OPEN / CLOSE ] 

ディスクトレーを開閉します。 （17 ページ） 


のクリアボタンに LEA 刊 

数字キーを巧し間違えたとさなどに使います。 


d ディ スプレー ボタン [ D 旧 PLAY ] 

再生中にこのボタンを押すと、ディスプレーの表示び 
切り換わります。 （2 日ページ） 


G ] リピートボタン [ REPEAT ] 

ディスクの U ピート再生に使用します。 （19 ページ) 


□ DVD 操作ボタン 

本機では使用しません。 


囚スキップボタン(…/►►〇 [ TRACK / CHAP ] 

前または後ろのトラックにスキップします。 
(18 ぺージ） 


(3 —時停止ボタン…） [ PAUSE ] 

再生を一時停止します。 （17 ページ) 


□ ミュートボタン [ MUTING ] 

本機では使用しません。エソテ U ックの D / A コンバー 
ター、アンプなどで使用することびでさます。 


リモコンについて 


リモコン使用上のを意 

♦ U モコンの先端を本体の U モコン受光部に向けて、7メ 
ートル内の距離で操作してください。本体と U モコン 
の間には障害物を置かないで<ださい。 

♦ U モコンの受光部に直射日光や照明の強い光び当たって 
いると、 IJ モコン操作びでさないことびあります。 

♦本機の U モコンを操作すると、赤外線によりコント□一 
ルする他の機器を誤動作させることびありますのでごを 
意 < ださい。 

電池の入れ方 

ドライバーを使って IJ モコン下部のフタを外し、電池ケー 
スを引さ出してください。 ® と©の向さを確認して乾電池 
(単3形)2本を入れたら、電池ケースを戻し、フタを閉めて 
<ださい。 



電池の交換時期 

操作範囲び狭くなったり、操作キーを押してを動作しない 

場合は、2本とち新しい電池に交換してください。 

A 電池についてのま意 

乾電池を誤って使用すると、電池の破裂、液もれにより、 

义災、けびや周囲をミち損ずる原因となることびあります。 

ly 下のま意をよく読んでご使用ください。 

♦乾電池の®と©の向さを、電池ケースに表示されている 
とおりに正しく入れてください。 

♦ 使い終わった電池は電池に記載された廃棄ち法、もしく 
は各市町村指定の廃棄ち法に従って捨ててください。 

♦指定！;(外の電池は使用しないでください。また、新しい 
電池とちい電池、または種類の違う電池を混ぜて使用し 
ないで < ださい。 

♦電池を加熱したり、分解したり、乂や水の中に入れない 
で < ださい。 

♦ 電池を金属製のル物類と一緒に携帯、保管しないでくだ 
さい。電池びシヨートして液もれや破裂などの原因とな 
ることびあります。 

♦ 乾電池は絶対に充電しないでください。 

♦長い間 （1 ヶ月1：!上) U モコンを使用しないときは、電池 
を取り出しておいてください。 

♦ 液もれを起こしたとさは、ケース内に付いた液をよく}式 
さ取ってから新しい電池を入れてください。 
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再生 



II 電源をオンにする。 


POWER 



POWER ボタンの周囲び点灯します。 

POWER ボタンの周囲びホく点灯している場合は 、 U 
モコンの ON ボタンを押して電源をオンにしてくださ 
し、。 （14 ぺージ） 

□ OPEN/CLOSE ボタン (A) を押ず。 

ディスクトレーび手前に出ます。 


OPEN/CLOSE 



□ ディスクのレーベル面を上にしてトレーの 
中央にのせる。 



♦ ディスクび中央のガイドから外れた状態でトレーを開 
じると、ディスクび中で引つかかり h レーび開かな< 
なることびありますので、ディスクは必ずトレーの中 
央のガイドにしっかり合わせて置いてください。 


□ OPEN/CLOSE ボタン (A) を押す。 


OPEN/CLOSE 



ディスクトレーび閉まります。指を挟まないようにご 
を意< ださい。 

♦ ディスクの読み込みには多少時間びかかります。 


□ PLAY ボタン (►) を押す。 

再生び始まります。 



再生中は、 PLAY ボタンの周囲び点灯します。 
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一時停止ずるには 


ディスクトレーを開閉ずるには 


◎ 




PAUSE 



ゾ ◎ ◎ 
◎ ◎ ◎ 



再生中に pause ボタン…)を押すと再生び一時停止し、 
本体の PAUSE ボタンの周囲び点灯します。 

PLAY ボタン (►) または PAUSE ボタン ( H ) を押すと、 
再び再生び始まります。 


OPEN / CL 日 SE ボタン ( A ) を押すとトレーび開き、もう 
一度押すと閉まります。 

参ディスクの再生中に OPEN / CL 日 SE ボタンを押した場 
合は、トレーび開くのに数秒かかります。 


再生をやめるには 


再生エリアの切り換え 



ST 日 P ボタン (■) を巧すと再生び停止します。 


スーパーオーディオ CD には、2チヤンネルとマルチな 
ど複数のエ U アを持つちのや、スーパーオーディオ CD 
と CD の2層構造になっているものびあります。 

停止中に MODE ボタンを2秒上巧すと、再生ェ U アを 
切り換えることびでさます。 


参 U モコンで再生エ U アの切り換えをするには、停止中に 
PLAY AREA ボタンを巧してください。 


/7 


















































選曲 


再生中または停止中に数字キーを巧すと、その巧から再 
生を始めます。 

帽7 : Q 

曲番23 : +1& Q 


早送り/早戻しずるには(ス夺ヤン) 

Q 〇 I 〇 


SCAN 



再生中に U モコンのスキャンボタン （◄◄/►►) を巧す 
と早送り/早戻しびでさます。聴さたい部分び見つかつ 
たら、 PLAY ボタン (►) を押してください。 

スキャンボタン （ィィ/ ►►促くり返し押すと、早送り/ 
早戻しの速度び変わります。 

ディスプレーの「<」または「>」の点滅速度を変わりま 
す。 

速度(低)一速度(中)一速度(高)一通常の再生 


♦本体の場合は、再生中にスキップボタン([◄◄/►►〇を] 
秒上巧すと早送り/早戻しの速度び変わります。 


ス夺ップずるには 



再生中に本体または U モコンのスキップボタン 
( w / w ) を押すと、前または後ろの巧にスキップし 
て再生を始めます。 

参！◄◄ボタンを]回押すと、再生中の曲の頭に戻ります。 
それより前に戻りたいときは、 I ◄◄ボタンを続けて押し 
て < ださい。 

ただし、巧の最初の1秒内で!◄◄ボタンを巧した場合 
は、前の曲にスキップします。 

参停止中または一時停止中に! ◄◄/►►! ボタンを巧すと、 
選んだ巧の頭で一時停止状態になります。 


数字夺一で選んで再生するには 


4PO 


307000 

20を〇 
bbb 


^ - 、 

〇 〇 〇 


0 0 0 0- 
〇 〇 〇过 

么〇 0:01 


:0<- )0 

© 

〇 〇 〇 

^- - 
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リ ピー ト再生 ディ マー 



再生中に REPEAT ボタンを押すたびに、 U ピートモード 
び変わります。 

r -» REPEAT TRK -► REPEAT DSC -n 
(トラック U ピート）（ディスク U ピート） 

- REPEAT OFF ^ - 

(通常の再生） 


トラックリピート 

再生中の巧をくり返し再生します。 U ピート再生中に他 
の巧を選ぶと、その巧をくり返し再生します。 

ディスクリピート 

再生中のディスクの全巧をくり返し再生します。 


♦ 再生を停止すると U ピート再生は解除されます。 


Q 〇 〇 
0 0 0 0 
0 0 0 0 
0 0 0 0 



本体のディスプレーとインジケーターの明るさを調節でさ 
ます。 

FL Dimmers (通常の明るさ）^- 

古 

FL Dimme 「2 

I 

FL Dimmerl 

消口- 


♦ 「消灯」を選ぶと、ディスプレーとインジケーターび消好 
します。消好した状態で電源をオフにすると消なは解除 
され、次に電源を入れたときは FL Dimmer ] の明るさ 
になります。 

♦ 消な中に再生ボタンなどを巧すと、約3秒間だけデイス 
プレーび点なします。 


19 




























デイスプレー 


oc^^o 


DISPLAY 


を 


設定について 



再生中または一時停止中に DISPLAY ボタンを巧すと、 
ディスプレーの表示び次のように切り換わります。 


再生中のトラック番号 


再生中のトラックの 
経過時間 



ディスクの経過時間 


ディスクの残り時間 


♦停止中は、ディスクの総トラック数と総再生時間を表示 
します。 


総トラック数 ディスクの総再生時間 


D mode ボタンをくり返し押して、変更する 
項目を選ぶ。 

MODE 



MODE ボタンを巧す度に、ディスプレーの表示び変 
わります。 

r -^ WORD - ► DF -► DSD -► ( iLINK ) ^ 

-(通常の表示）- 

] 日秒！;>(上放置すると、設定モードは解除されて通常 
の表示に戻ります。 

□ ボタンを使って、設定を変更する。 



g 通常の表示になるまで MODE ボタンをくり 
返し押して、設定を終了する。 

MODE 



または、 ] 日秒上放置するか、停止ボタンを]回押 
すと、設定を終了して通常の表示に戻ります。 

♦ 設定した内容は、電源プラグを抜いた状態で放置して 
ち半永义的に保持されます。 
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変更でさる項目と設定 


WORD 

ワードシンクのオンとオフを切り換えます。 

エソテ U ックの AI -1 日や G - Os など、外部同期信号(ワー 
ドク□ック)を出力する機器と接続し、システムの同期 
(ク□ック)を一元化して再生するとさや、本機を高精度 
な外部ク□ックで動作させるときにオン (Word ON ) 
を選んでください。 

ワー ドシンクをオンにすると M 日 DE ボタンの周囲び点 
滅を始め、ク□ックを感知して□ックすると点灯に変わ 
ります。 

♦本機は下のク□ックに対応しており、入力された信号 
によって自動的に切り換わります。 

44.1 kHz 、88.2 kHz . 1 76.4 kHz 
] 日日 kHz (ユニパーサルク□ック） 

♦ク□ックの感知には数秒かかります。ク□ックを感知で 
きない場合は 「No Word !」 を表示します。 

♦あらかじめ WORD SYNC 端テを接続しておいてくださ 
い。 


DF (デジタルフィルター） 

円 R 型デジタルフィルターの特性を切り換えます。 

Wide 

響きの豊かな、ス□一□ールオフ特性のフイルターです。 

Narrow 

切れの良い、シャープ□ールオフ特性のフイルターです。 


DSD 

Normal 

カツトオフ周波数び己 OkHz の DSD デジタルフィルター 
処理を行って出力します。 

Direct 

DSD デジタルフィルター処理を行わないで出力します。 

参 Direct に設定すると、アナ□グの出カレベルび Normal 
時と比べて3服下びります。 

♦ 対応周波数レンジの狭い一部のアンプと接続すると、ス 
ーパーオーディオ CD 再生時に変調ノイズを発生するこ 
とびあります。 

その場合は、 Normal を選んでください。 
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設定について(続き） マルチチヤンネル再生モード 



( i . LINK ) 

パージョンアップした X - 日已の LUNK ( AUDIO ) 端テをア 
ンプまたは D / A コンバーターと接続する場合は、 
i 丄 INK ( AUDIO ) 端テから出力する信号の種類を選ぶ必要 
びあります。 

し LINK 端子を使用ずる場合、「目09曰8」または rPCM 」 を 
選んでください。 


60958 

スーノ（ーオーディオ CD の再生時は DSD 信号び出力さ 
れます。 

CD の再生時は、 IEC 6 日9己8フオーマットの信号び出 
力されます。 

PCM 

スーノ くーオーディオ CD の再生時は DSD 信号び出力さ 
れます。 

CD の再生時は、 U ニア PCM 信号フオーマットで出力 
されます。 

♦ AV アンプによっては、このモードの信号を入力した 
ときに 「 DVD - Audio 」 と表示することびありますび、 
異常ではありません。 

OFF 

lLINK 端テから出力しません。 lLINK 端テを使用しな 
いとさは、 OFF にしてください。 

♦スーパーオーディオ CD を再生するとさは、 
「6日9己引と 「 PCM 」 のどちらに設定しても同じ信号を 
出力します。 

♦音声の出力に問題びある場合は、接続したアンプや 
D / A コンバーターの取扱説明書で、対応しているフオ 
ーマットをご確認ください。 

♦ し LINK 端テで接続された受信側の機器びフ□ーレート 
コント□ールに対応している場合は、受信側の機器を 
フローレートコント □ ールモードで動作させることび 
でさます。 


U モコンの 2 CH / MULTI ボタンを巧すたびに、 2 CH / マル 
チ CH の設定び切り換わります。 

バージョンアップ後の X - 日己の i 丄 INK 端テを使うときに切 
り換えることびでさます。 

ノくージョンアップ前の X - 日己をお使いの場合、切り換える 
ことはでさません。 


2 ch 

LLINK 端テから2チヤンネルの音声び出力されます。通 
常はこちらを選択してください。 

マルチチヤンネルのスーパーオーディオ CD を再生する 
と、音声はフ□ントし刊こダウンミックスされます。 

Multi ch 

マルチチヤンネルのスーノ（ーオーディオ CD を再生する 
と、 LLINK 端テから已 .1 チヤンネルの独立した音声び出 
力されます。 

ディスプレーに MULTI インジケーターび点灯します。 
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し LINK (IEEE 1394) 


将来 X -0 已を有償ノジヨンアツプずると、し LINK 
( AUDIO ) 端子び増設されます。 


♦ し LINK に対応していても、機器によっては動作しないこ 
とびあります。 


i . LINK とは、国際標準規格である IEEE 1394の別称です。 
本機の i 丄 INK ( AUDIO ) 端テに i 丄 INK ( AUDIO ) 対応機器を 
i 丄 INK ケーブルで接続すると、 2 chU ニア PCM 信号に加 
え、従来アナ□グでしか伝送でさなかったスーパーオーデ 
ィオ CD のマルチチャンネル信号をデジタルのまま伝送す 
ることびでさます。複数の i . LINK 対応機器を接続する場合、 
他の機器を経由して接続してもデータのやりとりび可能で 
すので、接続順序を意識する必要びありません。 


♦ 受信側の機器び本機の出カモードに対応していないこと 
びあります。接続する機器の取扱説明書もよくお読みく 
ださい。 

複数のし LINK 機器を接続するには 

デイジーチ王ーン接続（数珠つなざ） 

数珠つなざに一列に接続する場合は、本機を含めて] 7台 
まで接続でさます。 


著作権保護システム DTCP 

i 丄 INK を使ってスーパーオーディオ CD の音声を再生する 
ためには、再生機器と D / A コンバーターの双方び著作権保 
護システム DTCP (Digital Transmission Content 
Protection ) に対応していなければなりません。 

本機は DTCP に対応しています。 



ツリー接続 

i 丄 INK 端テを3個上備えている機器びある場合、途中で 
分岐して接続することもでさます。本機を含めて] 7台ま 
で接続でさます。 


データ輯送速度 

i . LINK 対応機器の データ 転送速度には、] OOMbps に 1 日日)、 
2 日日 Mbps ( S 2 日日)、 4 日日 Mbps ( S 4 日日)の 3種類び あり 
ます。本機の最大 データ 転送速度は4 日日 Mbps です。 
接続には、市販の S 4 日日 対応の i 丄 INK ケーブル (6 ピンまた 
は4ピン)をお使いください。 

複数の機器を接続するとさに、データ転送速度の遅い機器 
を間に挟むと、データ転送速度び遅くなります。でさるだ 
けデータ転送速度び同じ機器を上流に並べて接続して<だ 
さい。 


ま意 

♦ LLINK の伝送フォーマツトには、本機の n 丄 INK 
( AUDIO )」( A & M プ□トコル)の他に、目 S デジタルなど 
の rMPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーやデジタルビデオ 
の 「 DV 」 などびあります。本機に i 丄 INK ( AUDIO ) 非対応 
の機器(パソコンの周辺機器など)を接続すると、誤動作 
や故障の原因になりますので、絶巧に接続しないでくだ 
さい。 

♦ データ転送中は、つなびっている機器の i 丄 INK ケーブル 
を抜さ差ししたり、電源をオン/オフしないでください。 

♦ i . LINK 対応機器によっては、電源びオンになっていない 
とデータを中継でさないちのびあります。 



信号を出力した機器に、同じ信号び戻ってしまうと動作し 
ません。接続び輪(ループ)にならないようにを意してくだ 
さい。 
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困ったとさは 


本機の調テびおかしいとさは、サービスを依頼される前に 
1;(下の内容をもラー度チェックしてください。また、本機 
1;(外の原因も考えられます。接続した機器の使用方法も合 
わせてご確認ください。 

それでも正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店 
または弊社ヴービス部門にご連絡ください。 

-般 

電源が入!5ない。 

今電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

リモコンで操作でさない。 

今本体の電源をオンにしてください。 （1 目ページ） 

今電池び消耗していたら、2本とも新しい電池に交換し 
てください。 （1 已ページ） 

本体と U モコンの間に障害物びあると操作でさません。 
本体の正面から7メートル内の距離で、本体のちを 
向けて操作してください。 （1 已ページ） 

テレビなどが誤動作する。 

■►ワイヤレス U モコン機能を持つテレビの一部には、本 
機の U モコン操作により誤動作するものびあります。 

再生できない。 

♦ディスクを正しくセットしてください。ディスクび裏 
返しになっている場合は、ディスクのレーベル面を上 
にして入れ直してください。 

今ディスクび巧れている場合は、ディスクをないてくださ 
し、 （7 ぺージ） 

■►本機の内部び結露している場合は、電源を入れて1、2 
時間放置してください。 （2 已ページ） 

ボタンを巧してら反応しない。 

続けてボタンを押すと、機械側び対応でさないことび 
あります。ボタンを押すときは、機械び反応するまで 
少しお待ちください。 

雑音がする。 

今テレビなど強い磁気を帯びたちのからはでさるだけ離 
して設置してください。 


スピーカーか5音が出ない。音が歪む。 

■►アンプ、スピーカーとの接続を確認してください。 （8 
ぺージ） 

今アンプなどの音量を調節してください。 

今ディスクび巧れている場合は、ディスクをないてくださ 
い。 

■►デジタル音声出力端テからは、スーパーオーディオ 
CD のデジタル音声を出力でさません。 

■►一時停止中は音び出ません。再生ボタンを巧して通常 
の再生に戻してください。 

外部接続した機器でデジタル録音できない。 

今コピー禁止信号の入っているディスクの音声をデジタ 
ル信号のまま録音することはでさません。 

CD とスーパーオーディオ CD で音量差を感じ 
る。 

今 CD とスーパーオーディオ CD で音量差を感じることび 
ありますび、これはディスクの記録ち式の違いによる 
ちのです。 


ワードシンク 


「No Word !」 が表示される。 

今ワードク□ックび入力されていません。外部マスター 
ク□ックジェネレーターとの接続、マスターク□ック 
ジェネレーターの電源や出力状態を確認してください。 
今ワードク□ックび入力されてない時は、ワードシンク 
はオフにしてください。 （2] ページ） 

rWRD UNLCKU が表示される。 

同期でさない信号び入力されている可能性びあります。 
ワードシンク端テの接続や、接続している機器の設定 
を確認してください。 
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出荷時の状態に戻ずには 


しし INK 端づ^ (バージヨンアップ後） 

スピーカーか!5曰.1チヤンネルの音声が出力さ 
れない。 

サラウンドのスーパーオーディオ CD を再生してくだ 
さい。スーパーオーディオ CD に2チヤンネルとヴラウ 
ンドの両方の音声び収録されている場合は、再生エ U 
アを切り換えてサラウンドの音声を選んでください。 
(17 ぺージ） 

今「マルチチヤンネル再生モード」を 「Multi ch 」 にしてく 
ださい。 （22 ぺージ） 



POWER STOP 


設定した内容は、電源プラグを抜いた状態で放置してを半 
永久的に保持されます。 


下の操作をすると、設定した内容を工場出荷時の状態に 
戻し、すべてのメモ U —を消去します。 


本機はマイコンを使用しておりますので、が部か5の雑音 
やノイズ等によって正常な動作をしなくなる ことが ありま 
す。このような場合は一旦電源を切り、約1分後に始めか 
5操作して < ださい。 


結露現象について 

本機を寒い戸外から暖かい室内に持ち込んだり、設置し 
た部屋の暖房を入れた直後などには、動作部やレンズに 
水滴びついて正常に動作しないことびあります。この場 
合は、電源を入れて]〜2時間そのまま放置してくださ 
い。正常に再生できるようになります。 


1. 電源をオフにする。 

電源びオンだった場合は、 POWER ボタンを押して電源 
をオフにしてから3日秒じ(上待ってください。 

2. 本体の STOP ボタン (■) を押しなが5 POWER ボタンを 
巧す。 

デイスプレーにに etup CLR (設定消去)」び表示された 
ら STOP ボタンから指を離してください。 
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仕様 


再生可能ディスク 

スーパーオーディオ CD、CD ( CD - R / CD - RW 対応） 

アナ□グ音声出力 

端テ . XLR 端テ (2 ch ) x ] 

RCA 端テ (2 ch ) x ] 

最大出カレベル （1 kHz 、 フルスケール） 

XLR : 2.2 Vrms ±0.1 V/lOkQ 
RCA : 2.2 Vrms +0.1 V/lOkQ 

周波数特性 

已 Hz 〜己 OkHz ( SA - CD 、 DSD 言受定： Normal ) 
己 Hz 〜 80 kHz ( SA - CD、DSD 設定： Direct ) 


S/N 比 .13 日服 

ダイナミックレンジ .] 日 7 d 目 

歪率 . 0.001% 


デジタル音声出力 

光デジタル出力..光デジタル端テ XI 、 一] 己〜一21 dBm 
同軸デジタル出力 . RCA 端テ X 1、日.己 Vp - p /7 己0 

有償ノくージョンアップすると、下の端テび増設されます。 

し UNK ( AUDIO ) 端テ (4 ピン )X ] 
し UNK ( AUDIO ) 端テ (6 ピン) X ] 


ワー ドシンク入カ フオー マット 


端テ . BNC 

入力可能周波数（矩形波） 

44.1 kHz 、88.2 kHz 、] 日日 kHz 、 1 76.4 kHz 
入カレベル . TTL レベル相当/7己0 


—般 

電源 . 1日日 V AC 己日-6日 Hz 

消費電力 .] 己 W 

外形寸法 . 442 mm x 1己 3 mm x 3已 3 mm 

( WxHxD 、 突起部を含む) 

質量 .17.2 kg 

許容動作温度 . +己で〜+3已で 

許容動作湿度 . 己％〜8己％(結露のないこと） 

許容保管温度 .一2 日む〜+已已む 


付属品 

電源コード X ] 

IJ モコン ( RC -1 156) X 1 
U モコン用乾電池禅 3) x 2 本 
フエ J レト X 3 枚 
取扱説明書 X 1 
ご愛用者カード X ] 


仕様及び外観は改善のため予告な<変更することびあります。 
取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びあります。 
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保証と アフターサービス 


■保証書 

保証書はご愛用者カードと引き換えに発行いたします。 添 

付のご愛用者カードに必要事項を御記入の上、速やかにお 
送りください。保証書び届さましたら、保証内容をご確認 
の上、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰から一年です。 


無料修理規定 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った正常な使用状態で保証 
期間内に故障び発生した場合には、弊社サービス部門び無料修理いたしま 
す。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、保証書をご提示の上、弊 
社サービス部門またはお買い上げの販売店に修理をご依頼ください。商品 
を送付していただく場合の送付ち法については、事前に弊社サービス部門 
にお問い合わせください。なお、離島および離島に準じる遠隔地への出張 
修理を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。 

3. ご転居、ご贈答品等でお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場合 
は、弊社サービス部門にご連絡ください。 

4. 次の場合には保証期間内でち有料修理となります。 

(1) ご使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 

(2) お買上げ後の輸送-移動-落下などによる故障および損傷 

(3) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧によ 
る故障および損傷 

(4) 接続している他の機器に起因する故障および損傷 

(己）業務用の長時間使用など、特に苛酷な条件下において使用された場 
合の故障および損傷 

(6) メンテナンス 

(7) 保証書の提示びない場合 

旧）保証書にお買上げ年月曰、お客様名、販売店名 ( EP ) の記入のない場 
合、あるいは字句を書さ替えられた場合 

瓦保証書は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

巨.保証書は再発行いたしませんので、紛失しないよラ大切に保管してください。 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有していま 
す。 


■ ご不明な点や修理に関するご相談は 

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または弊社ヴービス部門屢表紙に記載)にお問い合 
わせ < ださい。 

■修理を依頼されるときは 

24〜2己ページの「困ったときは」に従って調べていただ 
さ、なお異常のあるとさは使用を中止し、必ず電源プラグ 
をコンセントから抜いて、お買い上げの販売店または弊社 
サービス部門にご連絡ください。 

なお、本体の故障もしくは不具合により発生した付随的損 
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦ください。 

保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、修理させていたださます。 


保証期間が過ざているときは 

修理すれば使用でさる場合は、ご希望により有料にて修理 
させていたださます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。 

測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教育 
費び含まれています。 

部品代：修理に使用した部品代金です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場合ちあり 
ます。 

出張料：製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用 
です。 

修理の際ご連絡いただきたい内容 

型 名：スーパーオーディオ CD プ レーヤー X -0 己 
お買い上げ日： 

販売店名： 

お客様のご連絡先 

故障のが巧(できるだけ詳しく） 

■廃棄ずるときは 

本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、お 
客様のご負担になります。 


分解.改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでください。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関外による 
修理や改造び行われた場合は、保証期間内であってち保 
証対象外となります。 

当社指定のサービス機関外による修理や改造によって 
この機器び故障または損傷したり、人的-物的損害び生 
じてち、当社は一切の責任を負いません。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち、場合によっては大変気 
になるちのです。静かな夜間には小さ 
な音でもよく通り、隣近所に迷惑をか 
けてしまラことびあります。 

適当な音量を必びけ、窓を閉めたりへッドホンを使用 
するなどして、お互いに快適な生活環境を守りましょう。 
このマークは音のェチケットのシンボルマークです。 
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エソテリック株式会社 

干 206 -8 已 30 東京都多摩市落合 1 -47 http://www.esoteric.jp 


この製品のお取り扱い等に関ずるお問い台わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

± •曰•祝日-弊社休業日を除く 9:30 〜 12: 日日 /13 :日 〇〜 17: 日日です。 


AV お客様相談室 


SS 0570 - 000-701 

巿巧®記巧で OK 向几居有三 T ノ、ゴロ居有二て ■ K 、 ,〜，-否三！:ル、 I へ- 


一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


干 206-8530 東京都多摩市落ち 1 -47 

電言舌： 042 -3 已 6-923 已 / FAX : 042 -3 已 6-9242 


故障-修理や保守についてのお問いさわせは 

ティアック修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰-祝曰-弊社休業曰を除く 9:30 〜 17:0 日です。 


テイアツク f 彦理センター 


査 5 0570 - 000-501 

_なむ垂詩.ノ A 姐垂ミわ、にけホホ:舌ミお I 企- 


一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


干 1 90- 1232 東京都西多摩郡瑞穂町長岡 2-2-8 
電言舌： 042 -已已 6-2280 / FAX : 042 -已已 6-2281 


>ナビダイヤルは全国どこからお掛けになっても市内通話料金でご利用いただけま 
す 。 PHS • IP 電話などからはナビダイヤルをご利用いただけませんので、通常の 
電話番号にお掛けください。 

>新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことびあります。 
その場合はご契約されている新電電各社へお問い合わせいただくか、通常の電話 
番号にお掛けください。 

>住所や電話番号は、予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 
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